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1. 説明が理解を促進させる

 学習者自身に説明を求めることの重要性

2. なぜ説明が理解を促進させるか？

 知識構成

3. 説明に影響を与える要因

 説明の状況，説明の目的，説明のとらえ方

4. まとめ（本フォーラムへの示唆）
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通常，説明といえば・・・

教師など知識を持っている人→学習者など知識がない人

研究の関心

学習者自身に説明をさせることで

（学習者自身の）理解深化を促す

「説明」の研究 ※自己紹介にかえて 2



 「説明」を理解促進のツールにする

1. 自己説明効果（Self-explanation effect）

 自分自身に対して説明すると理解が促進される

▶ Chi et al.（1989），Chi et al.（1994）など

2. 教授説明の効果（Learning by teaching）

 教えるために説明すると説明者自身の理解が促進される

▶ 伊藤・垣花（2009，2016，2019）など

3. 理解確認のための説明の効果
 理解した内容を人に向かって説明してみると理解が促進される

 「教えて考えさせる授業（市川，2008）」でも推奨されている

学習者自身の説明による理解促進効果 3

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
大きく分類すると3つくらい。もっと細かくいうと，たとえば2についても相手の有無などさまざまな条件の違いがある。



チュータリング研究の中で注目
 チューター側にも学習効果がみられる（Allen & Feldman, 1973）

 メタ分析でも確認（Cohen, Kulik, & Kulik, 1982）

教授による学習効果の適用範囲
 3つの段階
教授準備（説明予期） → 教授（説明） → 質疑応答などの相互作用

さまざまな年齢・題材で効果が確認

小学生（Hoogerhide et al.,2019）～大学生（たとえばFiorella & Mayer, 2013）

 統計の概念（たとえば伊藤・垣花，2009）

 科学的概念（たとえばColeman et al., 1997）

 論理学（たとえばHoogerhide et al., 2016）

「教授による学習効果（Learning by Teaching）」 4

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
効果量も比較的高い小林2020によれば（説明する場合とそうでない場合の比較）・Fiorella＆Mayer2015　d＝0.77・Kobayashi2019　g＝0.56　→中程度～高い効果量



説明が理解を促進するプロセス

知識構成とは？
 推論，精緻化，統合を通して，新たな知識を作り出すこと（小林，2020）

 知識構築（Roscoe ＆ Chi, 2008），生成的処理（Fiorella & Mayer, 2015）など表現は
さまざま

なぜ理解を促進するのか？ 5

説明活動 知識構成 理解促進
準備→説明→質疑

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
知識構築＝knowledge building 生成的処理＝generative processing



対面，ビデオ，自習の比較

 大学生・統計学（分散・標準偏差）
 テキスト読解→準備→説明（対面・ビデオ）・自習→確認テスト
 確認テストの結果：
 説明の分析： 知識構成（＝意味付与発言）がテストと相関

知識構成（＝意味付与発言）が対面に多い
 なぜか？：聞き手の否定的なフィードバック （※聞き手は質問禁止）

研究事例１ （伊藤・垣花，2009） 6

対面 ビデオ 自習

対面 ビデオ 自習＞ ＝



どのような状況で説明するか？
 対面のほうがビデオよりよい（たとえば伊藤・垣花，2009）

▶仮想的他者への説明でも効果あり（たとえばFiorella & Mayer, 2014)

 図を用いて説明するとよい（Fiorella & Kuhlmann, 2020）

 筆記説明よりも口頭説明がよい（Hoogerhide et al., 2016）

▶逆の結果もあり（Lachner et al., 2018）

何を目的にした説明か？
 「教授説明」のほうが「自己説明」よりもよい（伊藤，2009）

▶逆の結果もあり（Roscoe ＆ Chi, 2008）

 「教授説明」のほうが「理解確認の説明」よりもよい（伊藤・垣花，2019）

説明に対する考え方
 説明とは「わかりやすく伝えるもの（精緻化説明志向）」という認識が低い

人には効果が出にくい？（Fukaya，2013）

説明の効果に影響を与えるもの 7



テーマ「学びに困り感を抱えた大学生に対する学習支援のた
めの説明」

本発表の内容を踏まえると・・・
 「先生」ではなく「学習者」に説明させる

▶ 「先生」が説明してはいけないわけではない（例：OKJ （市川，2008））

 知識構成につながるような説明の生成がポイント
▶説明させても，「知識構成」できない学習者も多い（Roscoe, 2014）

 「真正な説明状況」のほうが効果が出やすい傾向
▶本当に教える必要がある。聞き手が目の前にいる。・・・

 説明とは何かを明示的に示すことも必要
▶ 「先生」が「わかりやすい説明」をしてモデルを示す
▶一方で「わかりやすい説明」をしても本当にわかっているとは限らないという認

識を持つことも大切（たとえば伊藤, 2022）

本フォーラムのテーマについて 8



説明者と聞き手の自己評価の食い違い
 大学生，カイ２乗検定，オンライン，理解確認のための説明

研究事例２ （伊藤，2022） 9

説明者

聞き手

テキスト読む 説明準備 説明をする

テキスト読む 説明準備 説明を聞く

自己評価1 自己評価2

確認テスト

確認テスト



自己評価の変化に違い
 説明者＝変化なし
 聞き手＝有意に増加
 ただし，聞き手の確認テスト
得点は高くない

「わかったつもり」か？

実践への示唆
 聞き手（学習者）の「わかった」を鵜吞みにしない

（本研究では明示的に示されなかったが・・・）

 学習者に説明させるとモニタリング（メタ認知）が促される（Fukaya, 2017）

 モニタリング（メタ認知）が理解促進につながる

研究事例２ （伊藤，2022） 10
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